【講義５】蔵書印について by 堀川 貴司































































































































































＊ 中 国 歴 代 人 物 印 鑑 数 据 庫 （ 浙 江 図 書 館 ）
http://diglweb.zjlib.cn:8081/zjtsg/zgjcj/index1.htm 






























































万葉集 大 23 冊 國學院大學図書館 貴 2893-2915 藍印 
古今和歌集 半 1 冊 相愛大学図書館春曙文庫 春 598 藍印 
堀河百首 ？ 日本大学総合図書館 ？ ？ 
堀河院次郎百首 大 1 冊 （『弘文荘待賈古書目』31）  藍印 
延文百首 大 3 冊 国文学研究資料館 タ 2-138-1~3 藍印 
六百番歌合 大 4 冊 斯道文庫 092/ﾄ 134/5 藍印 
五百番歌合 大 1 冊 斯道文庫 092/ﾄ 134/5 藍印 
公任家集 大 1 冊 斯道文庫（落合直文旧蔵） 091/ﾄ 404/1 藍印 
鷹百首和歌 ？ （『近代蔵書印譜』4 による） 落合直文旧蔵 ？ 
顕昭陳状 大 1 冊 （『弘文荘待賈古書目』1）  ？ 
無名抄 1 冊 静嘉堂文庫（松井簡治旧蔵） 502-18 ？ 
吾妻問答 小 1 冊 （『弘文荘待賈古書目』10）  藍印 
源氏物語千鳥抄 大 1 冊 （『弘文荘待賈古書目』1）  ？ 
源語秘訣 半 1 冊 （『弘文荘待賈古書目』1）  無？ 
仙源抄 大 1 冊 竜門文庫 二ノ一〇 藍印 
埜槌（初版本） 10 冊 高木文庫旧蔵  ？ 
文徳天皇実録 大 4 冊 （『弘文荘待賈古書目』1）  朱印 
先代旧事本紀 大 5 冊 天理図書館 201.1-ｲ 235 ？ 
古事記 大 3 冊 （『弘文荘待賈古書目』1）  ？ 
出雲国風土記 大 1 冊 国立公文書館（画像公開） 172-25 朱印 
新撰姓氏録 大 1 冊 天理図書館 288.2-ｲ 1 ？ 
神皇正統記 ？ 穂久邇文庫 ？ ？ 
尊卑分脈 11 帖 前田育徳会尊経閣文庫 5-8 朱印 
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法曹至要抄 大 3 冊 宮内庁書陵部 457-117 朱印 
公事根源 1 冊 宮内庁書陵部 谷・255 藍印 
懐風藻 大 1 冊 静嘉堂文庫 103-16 朱印 
文華秀麗集 大 1 冊 静嘉堂文庫 103-16 朱印 
経国集 大 1 冊 静嘉堂文庫 103-16 朱印 
本朝無題詩 大 3 冊 東洋文庫 三/Fb/24 朱印 
仮名貞観政要 大 10 冊 （『弘文荘待賈古書目』8）  朱印 
三体詩絶句鈔 大 6 冊 東洋文庫 VII/四/C/1001 朱印 
本朝続文粋 大 7 冊 慶應義塾図書館 1005/287/7 朱印 
新撰万葉集 2 冊 無窮会図書館 神習 10885 ？ 
新撰万葉集 大 2 冊 国立公文書館内閣文庫 200-174 藍印 
多識編 大 2 冊 加賀市立図書館聖藩文庫 1-28 朱印 
神社考詳節 大 1 冊 国立公文書館内閣文庫 142-41 朱印 
圜悟佛果碧巌録 ？ 那須雲巖寺  ？ 
（以下韓本・唐本）     
大学衍義（古韓本） ？ ？ ？ ？ 
広韻（宋版） 大 5 冊 静嘉堂文庫 101-33 ？ 
歴代君臣図像 大 2 冊 大谷大学図書館 ？ 朱印 
広諧史 9 冊 国立国会図書館 215-81 朱印 
秘書兵衡 欠 5 冊 （果禅荘目録 25、1995・5） ？ 朱印 
劉氏鴻書 20 冊 国立国会図書館 169-31 朱印 
鍼灸甲乙経 2 冊 大東急記念文庫 54/2/2844 朱印 
東坡全集 25 冊 国立国会図書館 へ-10 朱印 
唐文粋 ？冊 国立国会図書館 162-56? 朱印 
楚辞集註 欠 1 冊 東京帝国大学附属図書館 ？ ？ 
明文珠璣 大 10 冊 京都大学附属図書館谷村文
庫 
4-02/ミ/1 貴 朱印 
詩人玉屑 半 8 冊 愛知県立大学図書館 921/1-8/280 朱印 
草堂詩余 5 冊 三重県立図書館 ？ ？ 











  六、おわりに                                
 これらの調査研究は、それぞれの所蔵機関が蔵書印の情報を目録等に記述し公開す
ることによって周知されます。たとえば西尾市岩瀬文庫は、データベースによってそ
れを公開しているほか、公家の柳原家の旧蔵書のように、まとまって収蔵されている
蔵書群については、その印を集成し、使用者を特定する試みを行っています（企画展
図録『公家柳原家の文庫』二〇一八年四月）。他の所蔵機関に存在する柳原家旧蔵本
も、このような情報によってもとの蔵書のなかに位置づけることが可能になります。 
今後、研究者と司書との協同によるこのような成果が増えることを期待します。 

